
高島高等学校　令和５年度　公民　政治経済　年間授業計画

教　　　科：公民　 科　　　目： 政治経済　　単位数：　４単位

対象学年組： 第３学年４組～８組）　　

教科担当者：（４組６組：横井大和）（５組：横井大和）（７組８組：横井大和）

使用教科書：（高校政治・経済　新訂版　（実教出版））

使用教材  ：（最新図説　政経　（浜島書店））

指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

10４
月

第１編　現代の政治
　第１章　民主政治の基本原
理
　　１　政治と法
　　２　民主政治と人権保障
の発展
　　３　国民主権と民主主義
の発展

政治が人間社会を運営していくために必要な意思決
定をおこない、社会秩序を作る活動や仕組みである
ことを理解する。
基本的人権は歴史的にどのように発展したのか理解
する。
国民主権と基本的人権の尊重に基づいて行われる民
主政治の意義と課題にはどのようなものがあるのか
理解する。
民主政治を実現するのに、何故法の支配と権力分立
制が必要なのか理解する。

政治の概念や働
き、法との関係性
を理解できている
か、定期考査及び
提出物で評価す
る。

民主政治が誕生す
る中での人権の在
り方、三権分立の
構成を理解できて
いるか、定期考査
及び提出物で評価
する。



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

10

第１編　現代の政治
　第２章　日本国憲法の基本
的性格
　　３　基本的人権の保障
　　４人権のひろがり
　　２平和主義

日本国憲法の保障する人権には何があり、何が問題
となっているのかを理解する。
基本的人権が制限された判例を通して、公共の福祉
について理解する。
自衛隊の成立と変容について、国際情勢や憲法論議
など複数の視点から理解する。

５
月

基本的人権がどの
ように保障されて
いるか、公共の福
祉が人権相互の調
整原理として機能
するしくみを理解
できているか、定
期考査及び提出物
で評価する。

自衛隊の成立過程
と変容について理
解できているか、
定期考査及び提出
物で評価する。



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

14

第１編　現代の政治
　第４章　現代日本の政治
　　２　選挙制度と政党
　　３　政治参加と世論

　第３章　日本の政治機構
　　４　地方自治

日本の選挙制度の概要を理解し、その課題を理解す
る。
政治参加に関わる意思決定において果たすメディア
の役割と問題点を理解する。
地方自治の機能や市民参加に関して、何が問題に
なっているのかを理解する。

６
月

日本の選挙の課題
として若者の政治
参加の課題がある
ことを理解できて
いるか、定期考査
及び提出物で評価
する。

地方分権の概念を
理解し、住民によ
る意思決定のしく
みを理解できてい
るか、定期考査及
び提出物で評価す
る。



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

6

第１編　現代の政治
　第５章　現代の国際政治
　　３　現代国際政治の動向
　　４　核兵器と軍縮
　　５国際紛争と難民

国際社会の成立および国内法と国際法の違いを理解
する。
核兵器に関する問題について、唯一の被爆国である
日本が果たすべき役割を理解する。
国際紛争のなかで発生する難民に関する国際的な課
題は何か理解する。

冷戦の終結後の世
界の変容及び現在
の状況を理解して
いるか、定期考査
及び提出物で評価
する。

核兵器の現状と、
核兵器を含む軍
縮、紛争において
発生する難民問題
について日本が果
たすべき役割を、
定期考査及び提出
物で評価する。

７
月



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

10

資本主義経済から
現代経済に至る過
程を理解できたか
定期考査及び提出
物で評価する。

社会主義経済の特
徴とその課題につ
いて理解できた
か、定期考査及び
提出物で評価す
る。

資本主義経済の成立と変容を理解する。
資本主義経済と、それがかかえる問題点を解消すべ
く生まれた社会主義経済についてその概要と課題を
理解する。

第２編　現代の経済
　第１章　経済社会の変容
　　１　経済活動の意義
　　２経済社会の形成と変容
　　３　グローバル化と現代
資本主義経済

９
月



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

12

資金が融通される
しくみを理解でき
たか、国と地方の
財政関係やその課
題について理解で
きたか、定期考査
及び提出物で評価
する。

戦後の経済復興と
高度経済成長につ
いて理解できた
か、定期考査及び
提出物で評価す
る。

第２編　現代の経済
　第２章現代経済のしくみ
　　４　金融のしくみ
　　５　財政のしくみ
　　第３章　現代経済と福祉
の向上
　　１　戦後復興と経済成長

金融機関や金融市場が果たす役割について理解す
る。
国と地方の財政関係の在り方、日本の財政システム
がかかえる課題は何か理解する。
日本経済の民主化と復興がどのように進められたの
か理解する。

月
10



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

12

バブル経済と、そ
の後の「失われた
10年」について理
解できたか、定期
考査及び提出物で
評価する。

中小企業や農業の
再生、消費者問題
について理解でき
たか、定期考査及
び提出物で評価す
る。

第２編　現代の経済
　第３章　現代経済と福祉の
向上
　　２　経済の停滞と再生
　　３　日本の中小企業と農
業
　　４　国民の暮らし

経済の国際化のなかで変化する日本経済にはどのよ
うな課題があるのか理解する。
日本経済を支える中小企業や食を支える農業が直面
する苦しい経営状況を理解し、その対策として進め
られてきた取り組みについて理解する。
大量生産・大量消費の経済のなかで安心して生活を
おくることのできる社会を考え、日本が取り組んで
いる消費者政策について理解する。

月
11



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

10

代表的な公害問題
の概要について、
地球温暖化対策や
「持続可能な発
展」について理解
できたか、定期考
査及び提出物で評
価する。

第２編　現代の経済
　第３章　現代経済と福祉の
向上
　　５　環境保全と公害防止
　第４章　世界経済と日本
　　３　金融のグローバル化
と世界金融危機

高度経済成長の過程で発生した公害について理解す
るとともに、地球環境の維持に必要な政策を理解す
る。
実体経済を上回って拡大する国際的な金融活動が与
える影響について理解する。

月
12



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

10１
月

第２編　現代の経済
　第４章　世界経済と日本
　　４　地域経済統合と新興
国の台頭
　　５　経済協力と人間開発
の課題

グローバル化の一方で進む地域経済統合について理
解し、新興国の経済発展がもたらした競争と対立に
ついて理解する。
発展途上国における貧困問題の解決にむけて必要な
取り組みについて理解する。

地域経済統合の現
状と日本の経済協
力や貢献について
理解しているか、
定期考査及び提出
物で評価する。



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月



指導内容 科目○○の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月


